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 アルコール依存症の診断基準は、世界中のどの国に行っても同じ診断となるように定め
られているものがあります。その診断基準は文章で構成されていますが、わかりやすく説
明するために簡単に表現すると、以下のようになります。 
 
 ①お酒を飲みたい気持ちがとても強い、もしくは飲まざるを得ない気持ちが強い 
 ②お酒を飲む量、飲む時間などのコントロールができない 
 ③お酒の飲む量を急に減らすもしくはゼロにすると症状が出現する 
 ④お酒を飲み続けているうちに、酔うまでに必要な量が増える 
 ⑤お酒を飲むことが生活の中心となっている 
 ⑥良くない結果が出ることがわかっていてもお酒を飲んでしまう 
 
 以上の6項目のうち過去の1年間に3項目以上が同時に当てはまる場合に診断されるとい
うわけですが、当てはめようと思えば当てはまってしまい、その逆も同様に当てはまらな
くなってしまいます。 
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